
米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
六
三
）

﹇
は
じ
め
に
﹈

米
国
の
憲
法
に
は
、
わ
が
国
憲
法
八
一
条
に
相
当
す
る
裁
判
所

の
憲
法
判
断
権
が
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判

例
を
通
じ
て
そ
れ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
確
立
し
た
の
が
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
第

四
代
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
の
主
導
に
よ
る
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ

ス
ン
事
件
判
決
で
あ
る
事
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
、
そ
の
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
判
決
が
最
初
の

憲
法
判
例
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
は
、
そ
う
し
た
誤
解
を
払
拭
す
べ
く
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ

初
代
長
官
や
オ
リ
バ
ー
・
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
第
三
代
長
官
の
時
代
に

す
で
に
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
判
断
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
る
憲

法
判
断
権
は
、
決
し
て
判
例
だ
け
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
無
く
、

憲
法
そ
の
他
の
成
文
法
も
若
干
で
は
あ
る
が
存
在
し
て
い
た
。
そ

う
し
た
総
合
的
情
況
も
、
本
稿
で
は
併
せ
て
紹
介
し
た
い
。

一　

米
合
衆
国
憲
法
の
最
初
期

米
国
憲
法
判
例
を
理
解
す
る
に
は
米
合
衆
国
憲
法
の
条
文
の
意

味
を
正
確
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
が

制
定
さ
れ
た
経
緯
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
簡
単

米
国
初
期
の
憲
法
判
例
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素　
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法
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（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
六
四
）

員
や
、
そ
の
た
め
の
兵
器
・
設
備
の
提
供
を
強
制
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
当
時
、
邦
境
を
巡
っ
て
未
解
決
の
紛
争

が
多
数
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
各
邦
間
で
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、

議
会
は
、
調
停
役
お
よ
び
裁
判
官
の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
邦
に

議
会
の
決
定
を
受
け
入
れ
る
よ
う
義
務
付
け
る
権
限
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
欠
陥
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
問
題
だ
っ
た
の

が
、
連
合
政
府
は
租
税
高
権
を
持
た
ず
、
そ
の
財
政
は
各
州
の
分

担
金
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
独
立
戦
争
下
に

お
い
て
、
各
邦
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
分
担
金
が

約
束
通
り
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
連
合

は
、
財
政
経
費
の
分
担
に
応
じ
な
い
邦
を
罰
す
る
権
限
を
持
た
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
連
合
は
き
わ
め
て
厳
し
い
財
政
赤
字
に
見

舞
わ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
指
揮
下
の
兵
士
に
給
料
を
払
う
こ
と
さ
え

満
足
に
で
き
ず
、
独
立
戦
争
の
さ
な
か
に
、
軍
が
反
乱
を
起
こ
し

た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
3
）
。

そ
こ
で
、
独
立
戦
争
に
勝
利
す
る
と
、
よ
り
し
っ
か
り
し
た
連

邦
憲
法
を
作
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
一
七
八
七
年
五
月

二
五
日
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
憲
法
制
定
会
議
が
開
催
さ
れ
、

互
い
の
譲
歩
の
中
で
新
憲
法
の
起
草
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
時
も
、
各
州
の
批
准
は
大
変
難
航
し
た
。
そ
の
後
の
合
衆
国
憲

に
合
衆
国
憲
法
制
定
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。

北
米
大
陸
に
あ
っ
た
一
三
の
英
国
植
民
地
は
、
一
七
七
六
年
に

大
陸
会
議
（C

ontinental C
ongress

）
を
開
い
て
英
国
か
ら
の

独
立
を
宣
言
し
た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
大
陸
会
議
は
一
六
ヶ
月

に
及
ぶ
討
論
の
末
、
一
七
七
七
年
一
一
月
一
五
日
に
連
合
規
約

（A
rticles of C

onfederation and P
erpetual U

nion

）
を
採

択
し
た
。
連
合
規
約
は
、
各
邦
（
1
）
間
の
連
合
を
緩
や
か
な
も
の
と

し
、
権
限
が
非
常
に
限
ら
れ
た
連
合
政
府
を
樹
立
し
た
。
防
衛
、

国
家
財
政
、
通
商
と
い
っ
た
極
め
て
基
幹
的
な
問
題
に
関
し
て
は
、

連
合
政
府
は
各
邦
議
会
の
意
向
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
規
約
は
、
一
七
八
一
年
三
月
一
日
に
す
べ
て
の

邦
の
承
認
を
得
て
発
効
し
た
（
2
）
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
最
初
の
連
邦
憲

法
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
規
約
に
は
い
く
つ
か
の
致
命
的
欠
陥
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
連
合
規
約
に
は
、
行
政
府
に
よ
る
法
の
執
行
や
、
連
合

の
裁
判
制
度
に
よ
る
法
の
解
釈
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
。
議

会
が
連
合
政
府
の
唯
一
の
機
関
だ
っ
た
。
第
二
に
、
議
会
に
は
、

各
邦
の
意
に
反
し
た
行
動
を
強
制
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
。
議
会

は
、
建
て
前
で
は
、
戦
争
を
宣
言
し
、
軍
隊
を
召
集
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
各
邦
に
対
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
人
数
の
兵
士
の
動

九
二



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
六
五
）

（A
lexander H

am
ilton

）、
マ
デ
ィ
ス
ン
（Jam

es M
adison

）、

ジ
ェ
イ
（John Jay

）
の
三
人
が
協
力
し
、
憲
法
の
解
釈
に
関
す

る
一
連
の
優
れ
た
論
文
を
新
聞
紙
上
に
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
お
か
げ
で
、
合
衆
国
憲
法
は
同
州
で
も
小
差
で
は
あ
る
が
、
可

決
・
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
が
、
そ
の
後
ま
と
め
ら
れ
て
、

『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
と
題
さ
れ
る
論
文
集
と
な
っ
た
。
今

日
、『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
は
、
合
衆
国
憲
法
制
定
当
時
の

考
え
方
を
伝
え
る
最
も
重
要
な
文
書
と
し
て
、
米
国
の
憲
法
判
決

で
も
た
び
た
び
引
用
さ
れ
て
い
る
（
6
）
。

（
一
）　

一
七
八
九
年
司
法
権
法

1　

司
法
権
法
を
取
り
巻
く
情
況

憲
法
そ
の
も
の
は
、
こ
う
し
て
難
産
の
末
成
立
し
た
が
、
妥
協

に
妥
協
を
重
ね
て
制
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
条
文
に
は
不
明
確
な

点
が
多
く
、
そ
の
実
質
的
補
完
は
、
第
一
回
連
邦
議
会
に
お
け
る

立
法
作
業
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
立
法
の
中
で
も
、
合
衆
国
憲
法
三
条
一
節
（
連
邦
裁

判
所
）「
合
衆
国
の
司
法
権
は
最
高
裁
判
所
と
連
邦
議
会
が
随
時

制
定
設
置
す
る
下
級
裁
判
所
に
属
す
る
。」
を
受
け
て
、
一
七
八
九

年
九
月
二
四
日
に
成
立
し
た
連
邦
司
法
権
法
（T

he U
nited 

法
の
歴
史
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
批
准
で
あ
っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
、

宗
教
・
言
論
・
報
道
・
集
会
の
自
由
、
陪
審
に
よ
る
審
理
を
受
け

る
権
利
、
不
当
な
捜
索
や
逮
捕
の
禁
止
な
ど
に
関
し
、
計
一
〇
項

目
に
つ
い
て
連
邦
の
立
法
権
を
制
限
す
る
と
い
う
修
正
条
項
を
追

加
す
る
、
と
い
う
条
件
付
き
で
憲
法
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
多

く
の
州
が
こ
れ
に
追
随
し
た
。
そ
し
て
こ
の
一
〇
項
目
の
修
正
条

項
は
一
七
九
一
年
に
第
一
修
正
か
ら
第
一
〇
修
正
と
し
て
合
衆
国

憲
法
に
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
歴
史
の
変
遷
の
中
で
、
こ
の
規

定
は
個
人
の
基
本
的
人
権
の
保
障
規
定
と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
日
で
は
「
権
利
章
典
（B
ill of R

ights

）」
と
呼
ば

れ
る
に
到
っ
て
い
る
。

合
衆
国
憲
法
は
、
そ
の
発
効
に
全
一
三
州
で
は
な
く
、
九
州
の

批
准
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
さ
れ
て
い
た
（
4
）
の
で
、
一
七
八
八
年
六
月

二
一
日
に
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
が
批
准
し
た
時
点
で
成
立
し

た
（
5
）
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
批
准
は
そ
の
後
に
な
さ
れ
た
が
、
合
衆
国

憲
法
に
別
の
意
味
で
の
重
要
な
影
響
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
合
衆
国
憲
法
の
批
准
に
反
対
す
る
者
が
非

常
に
多
か
っ
た
の
で
、
憲
法
起
草
者
の
う
ち
、
ハ
ミ
ル
ト
ン

九
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
六
六
）

し
た
の
が
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
（O

liver E
llsw
orth

）
で
あ
る
。
彼

は
、
独
立
戦
争
前
に
お
い
て
は
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た
人

物
で
、
合
衆
国
憲
法
の
草
稿
作
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、

合
衆
国
憲
法
に
署
名
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
貢
献
が
大
き
く
、

合
衆
国
建
国
の
父
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

憲
法
成
立
後
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
選
出
の
初
代
の
上
院
議
員
と

し
て
活
躍
し
た
。
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
の
提
出
に
か
か
る
司
法
権
法
は
、

上
院
に
お
け
る
第
一
号
議
案
で
あ
っ
た
。
司
法
権
法
が
上
院
で
可

決
さ
れ
る
と
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
は
権
利
章
典
の
上
院
に
お
け
る
承

認
を
推
進
し
た
。
こ
れ
は
、
下
院
に
お
い
て
は
、『
ザ
・
フ
ェ
デ

ラ
リ
ス
ト
』
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
マ
デ
ィ
ス
ン
が
推
進
し
て

い
た
。
他
方
、
マ
デ
ィ
ス
ン
は
下
院
で
司
法
権
法
を
提
案
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
司
法
権
法
と
権
利
章
典
が
、
提
案
者
達
の
頭

の
中
で
一
対
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
司
法
審

査
権
を
確
立
す
る
こ
と
で
連
邦
政
府
の
権
限
を
確
保
し
、
他
方
、

権
利
章
典
に
よ
っ
て
、
連
邦
政
府
が
州
と
市
民
の
権
利
を
侵
害
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
を
保
障
し
た
の
で
あ
る
。

2　

法
律
の
内
容

同
法
は
、
最
高
裁
判
事
の
数
を
六
人
と
し
た
。
長
官
一
名
及
び

五
人
の
陪
席
判
事
で
あ
る
。

S
tates Judiciary A

ct of 1789 

（ch. 20, 1 S
tat. 73 （7

）
））
は
、

そ
の
後
の
連
邦
に
お
け
る
司
法
活
動
の
骨
格
を
作
り
出
し
た
も
の

で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
合
衆
国
憲
法
が
成
立
す
る
ま
で
は
、
司
法
機
関
は
各

州
の
も
の
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
連
邦
司
法
制
度
を
作
り

出
す
こ
と
の
是
非
は
、
憲
法
の
批
准
論
議
中
で
、
す
で
に
激
し
い

議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
反
連
邦
主
義
者
達
は
、
司
法
権
を

連
邦
に
よ
る
専
制
政
治
の
潜
在
的
な
道
具
と
、
公
然
と
非
難
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
憲
法
を
批
准
し
た
後
に
お
い
て
も
、

強
力
な
司
法
に
反
対
す
る
派
は
、
連
邦
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所

以
外
に
は
、
地
域
的
な
海
事
裁
判
（local adm

iralty judges

）

に
限
定
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
議
会
は
、
し
か
し
、
こ
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
司
法
権
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
裁
判
所

制
度
を
確
立
し
、
連
邦
の
各
州
内
に
お
け
る
国
内
法
執
行
の
た
め

の
、
よ
り
広
範
な
管
轄
権
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。

司
法
権
法
は
、
憲
法
修
正
一
条
か
ら
修
正
一
〇
条
ま
で
の
、
今

日
権
利
章
典
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
条
項
と
表
裏
の
関

係
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
一
〇
条
の
う
ち
五
箇
条
ま
で

が
主
に
司
法
手
続
で
対
応
す
る
べ
き
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
（
8
）
。

司
法
権
法
と
、
権
利
章
典
の
成
立
に
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た

九
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米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
六
七
）

憲
法
と
矛
盾
す
る
法
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
場
合
に
、
連
邦

最
高
裁
判
所
に
こ
れ
を
拒
否
す
る
権
限
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
州
の
最
高
裁
判
所
で
認
め
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
州
や
地
方
の
法

律
の
合
憲
性
に
関
し
て
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
訴
す
る
こ
と

が
で
き
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
必
要
と
認
め
れ
ば
、
違
憲
だ
と
し

て
そ
れ
を
否
定
で
き
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
規
定
は
、
連

邦
政
府
に
州
政
府
に
対
す
る
当
時
に
お
け
る
唯
一
の
実
質
的
優
越

権
を
与
え
た
。
同
条
は
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
が
、
わ
ざ
と
大
変
入
り

組
ん
だ
表
現
を
と
っ
た
た
め
、
審
議
当
時
、
そ
の
精
確
な
内
容
を

誰
も
理
解
せ
ず
、
看
過
さ
れ
た
た
め
成
立
し
た
、
と
い
わ
れ
る
（
12
）
。

二　

ジ
ェ
イ
・
コ
ー
ト

一
七
八
九
年
九
月
二
四
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
は
司
法
権
法

に
署
名
し
た
。
同
日
付
で
第
一
代
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
に
、

『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
時

点
で
外
務
大
臣
（S

ecretary of F
oreign A

ff airs

）
で
あ
っ
た

ジ
ェ
イ
（John Jay

）
を
任
命
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
同
時
に
ブ
レ
ア
（John B

lair

＝
合
衆
国
憲

法
署
名
者
）、
ク
ッ
シ
ン
グ
（W

illiam
 C
ushing

＝
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
憲
法
批
准
会
議
副
議
長
）、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（Jam

es 

同
法
制
定
当
時
は
、
ま
だ
合
衆
国
憲
法
を
一
一
州
し
か
批
准
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
同
法
は
そ
れ
を
一
三
の
司
法
区
（judicial 

district
）
に
分
け
た
。
即
ち
、
原
則
と
し
て
各
州
が
そ
れ
ぞ
れ

一
司
法
区
と
さ
れ
た
が
、
例
外
と
し
て
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
そ
れ
ぞ
れ
二
司
法
区
に
分
け
ら
れ
た
（
9
）
。

各
地
区
に
は
高
等
裁
判
所
（circuit court （10
）
）
と
地
方
裁
判
所

（district court

）
が
設
け
ら
れ
た
（
11
）
。
高
等
裁
判
所
は
、
常
設
で

は
な
く
、
そ
の
司
法
区
の
地
方
裁
判
所
判
事
一
名
と
最
高
裁
判
所

判
事
二
名
で
構
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
最
高
裁
判
事
は
、
最
高
裁

判
事
と
し
て
の
業
務
の
他
に
、
担
当
す
る
高
等
裁
判
所
を
巡
回

（circuit

）
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
等
裁
判
所
の

権
限
は
、
刑
事
事
件
で
は
重
罪
、
民
事
訴
訟
で
は
訴
額
が
五
〇
〇

ド
ル
以
上
の
訴
訟
及
び
州
が
当
事
者
と
な
る
訴
訟
で
あ
る
。
そ
れ

に
加
え
、
地
方
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
で
あ
っ
た
。

地
方
裁
判
所
は
、
判
事
一
名
で
構
成
さ
れ
、
海
事
事
件
、
軽
犯

罪
及
び
一
〇
〇
ド
ル
以
上
の
民
事
事
件
を
管
轄
し
た
。

裁
判
に
お
い
て
は
、
自
ら
訴
訟
を
行
っ
て
も
良
い
し
、
代
理
人

を
立
て
て
も
良
い
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
歴
史
の
中
で
、
特
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、

同
法
第
二
五
条
で
あ
る
。
州
の
最
高
裁
判
所
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

九
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
六
八
）

（
一
）　

ウ
ェ
ス
ト
対
バ
ー
ン
ズ
事
件

W
est v. B

arnes

事
件
（
14
）
は
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
が
下
し
た

最
初
の
事
件
で
あ
り
、
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
た
最
初
期
の
事
例
で

あ
り
、
そ
し
て
顕
在
化
は
し
な
か
っ
た
が
、
違
憲
立
法
審
査
権
の

行
使
が
問
題
と
な
っ
た
最
初
の
事
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

事
件
で
は
、
紙
幣
を
債
務
の
履
行
に
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
法
の
合
憲
性
及
び
一
七
八
九
年
司
法
権
法

の
定
め
る
上
訴
期
間
の
制
限
規
定
の
合
憲
性
が
問
題
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
司
法
審

査
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
立
法
府
へ
の
敬
譲
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

1　

判
決
の
背
景

ウ
ェ
ス
ト
（W

illiam
 W
est

）
は
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
在

住
の
農
民
兼
宿
屋
の
主
人
で
あ
り
、
独
立
戦
争
時
に
は
民
兵
団
の

将
軍
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ス
ト
は
、
一
七
六
三
年
に
、
糖
蜜
酒

（m
olasses

）
取
引
に
失
敗
し
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
町
の
ジ
ェ
ン
ク

ス
家
（Jenckes fam

ily

）
か
ら
、
五
〇
〇
エ
ィ
カ
ー
（
15
）
の
農
場
を

担
保
に
融
資
を
受
け
た
。
ウ
ェ
ス
ト
は
、
二
〇
年
間
に
わ
た
り
融

資
に
対
す
る
支
払
い
を
行
い
、
一
七
八
五
年
に
残
額
を
支
払
う
た

め
に
、
彼
の
資
産
の
一
部
を
宝
ク
ジ
方
式
で
販
売
す
る
許
可
を
州

W
ilson

＝
独
立
宣
言
署
名
者
）、
ア
イ
ア
デ
ル
（Jam

es Iredell
＝
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
連
邦
主
義
の
指
導
者
）
及
び
ラ

ト
リ
ッ
ジ
（John R

utledge

＝
合
衆
国
憲
法
署
名
者
）
を
陪
席

判
事
に
選
ん
だ
。
こ
れ
ら
五
人
も
建
国
の
父
な
い
し
そ
れ
に
準
じ

る
活
躍
を
し
た
人
物
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
の
任
命
に
は
、
合
衆
国
憲
法
二
条
二
節

二
項
に
よ
り
、
上
院
の
助
言
と
承
認
（A

dvice and C
oncent

）

を
必
要
と
す
る
（
13
）
が
、
ジ
ェ
イ
・
コ
ー
ト
の
六
人
の
場
合
、
九
月

二
六
日
に
は
早
く
も
承
認
が
得
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
活
動
を
開
始
し
た
連
邦
最
高
裁
判
所
で
あ
る
が
、
連

邦
地
裁
等
も
同
時
に
開
設
さ
れ
た
た
め
、
上
告
さ
れ
る
事
件
は
少

な
く
、
こ
の
結
果
、
ジ
ェ
イ
・
コ
ー
ト
の
活
動
は
も
っ
ぱ
ら
様
々

な
規
則
や
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
に
費
や
さ
れ
た
。
ジ
ェ
イ
の

六
年
近
い
任
期
中
に
下
さ
れ
た
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
わ
ず
か

四
件
だ
っ
た
。
そ
の
四
件
の
判
決
の
う
ち
、
合
衆
国
憲
法
に
関
連

す
る
判
決
は
、
一
七
九
一
年
に
判
決
が
下
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
対

バ
ー
ン
ズ
事
件
（W

est v. B
arnes, 2 U

.S
. 401 

（1791

））
と
、

一
七
九
三
年
に
判
決
が
下
さ
れ
た
チ
ザ
ム
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
事
件

（C
hisholm

 v. G
eorgia, 2 U

.S
. 

（2 D
all.

） 419 

（1793

））
で

あ
る
。
以
下
、
順
次
、
紹
介
し
た
い
。

九
六



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
六
九
）

バ
ー
ン
ズ
（D

avid L
eonard B

arnes

）
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
在
住
の
著
名
な
弁
護
士
で
あ
り
、
後
に
連
邦
判
事
に

な
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
妻
は
ジ
ェ
ン
ク
ス
家
の
相
続
人
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
訴
訟
を
担
当
し
た
。
バ
ー
ン
ズ
は
、
債
務

の
履
行
に
は
金
貨
な
い
し
銀
貨
に
よ
る
支
払
い
が
必
要
で
あ
り
、

紙
幣
を
拒
否
で
き
る
と
主
張
し
て
連
邦
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し

た
。
異
な
る
州
の
市
民
間
の
訴
訟
の
管
轄
権
は
連
邦
裁
判
所
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ェ
ス
ト
は
本
人
訴
訟
で
奮
闘
し
た
が
、
連
邦
高
裁
で
負
け
た
（
16
）

た
め
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
は
、
自
ら
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
代

理
人
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
検
事
総
長
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
（W

illiam
 B
radford, Jr.

）
を
選
任
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
件
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
、
こ
の
裁
判
に

お
け
る
主
要
争
点
は
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
法
の
合
憲
性
に

な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
バ
ー
ン
ズ
の
巧
み

な
法
廷
戦
術
に
よ
り
、
そ
の
点
が
顕
在
化
す
る
こ
と
無
く
終
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ン
ズ
は
上
告
手
続
き
の
瑕
疵
に

狙
い
を
絞
っ
て
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。

一
七
八
九
年
司
法
権
法
に
よ
れ
ば
、
高
裁
判
決
か
ら
一
〇
日
以

に
求
め
た
。
独
立
戦
争
中
の
彼
の
功
績
を
評
価
し
、
州
は
彼
に
許

可
を
与
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド

州
は
自
ら
の
財
政
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
紙
幣
を
発
行
し
て

い
た
。
こ
の
結
果
、
そ
の
宝
籤
収
益
の
ほ
と
ん
ど
は
金
貨
や
銀
貨

で
は
な
く
紙
幣
で
支
払
わ
れ
た
。

ウ
ェ
ス
ト
は
そ
れ
に
よ
り
ジ
ェ
ン
ク
ス
家
に
対
し
て
融
資
を
返

済
す
る
の
に
十
分
な
資
金
を
得
た
の
で
、
紙
幣
で
支
払
お
う
と
し

た
が
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
側
で
は
、
そ
の
受
け
取
り
を
拒
絶
し
た
。

ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
議
会
は
、
紙
幣
で
の
取
引
に
対
す
る
抵

抗
を
予
測
し
、
一
七
八
六
年
五
月
、
債
務
者
は
州
裁
判
所
に
債
務

金
額
を
支
払
う
こ
と
で
債
務
を
履
行
で
き
る
と
す
る
法
律
を
制
定

し
た
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
が
債
務
金
額
を
裁
判
所
に
支

払
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
債
権
者
に
対
し
、
支
払

い
を
受
け
取
る
た
め
に
一
〇
日
以
内
に
出
頭
す
る
よ
う
に
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
が
一
〇
日
以
内
に
出
頭
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
裁
判
官
に
は
、
債
務
は
履
行
さ
れ
た
と
い
う
証
明
書
を

発
行
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
ウ
ェ
ス
ト
は
一
七
八
九
年
九
月
一
六
日
に
債
務
の
全

額
を
裁
判
所
に
支
払
っ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
側
は
出
頭
し
な
か
っ

た
。

九
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
七
〇
）

悪
い
こ
と
に
、
ウ
ェ
ス
ト
が
紙
幣
を
裁
判
所
に
供
託
し
た
わ
ず

か
三
日
後
に
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
は
、
問
題
の
法
律
を
停

止
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ェ
ス
ト
は
、
バ
ー
ン
ズ
と
の
紛
争

と
は
別
に
、
州
か
ら
資
金
を
回
収
す
る
訴
訟
を
提
起
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。

一
七
九
二
年
、
バ
ー
ン
ズ
は
ウ
ェ
ス
ト
と
そ
の
家
族
を
農
場
か

ら
立
ち
退
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
地
方
保
安
官
は
、
そ
の
要
求
に

応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
バ
ー
ン
ズ
は
改
め
て
、

ウ
ェ
ス
ト
に
対
し
て
立
ち
退
き
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

一
七
九
三
年
六
月
に
、
裁
判
所
は
、
ウ
ェ
ス
ト
敗
訴
の
判
決
を

下
し
、
農
場
が
バ
ー
ン
ズ
の
所
有
に
属
す
る
事
を
認
め
た
。
さ
ら

に
一
七
九
四
年
に
、
陪
審
員
は
、
ウ
ェ
ス
ト
が
バ
ー
ン
ズ
に
対
し

て
損
害
賠
償
九
〇
ド
ル
、
最
高
裁
へ
の
抗
告
訴
訟
費
用
の
五
九
ド

ル
九
〇
セ
ン
ト
の
支
払
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
二
）　

チ
ザ
ム
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
事
件
（
17
）

1　

判
決
の
背
景

こ
の
事
件
で
は
、
合
衆
国
憲
法
第
三
条
第
二
節
の
解
釈
が
問
題

と
な
っ
た
。
こ
の
当
時
に
お
け
る
第
二
節
は
次
の
よ
う
に
定
め
て

内
に
上
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ウ
ェ
ス
ト
は
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
連
邦
最
高
裁
判
所
書
記
官
で
あ
る
タ
ッ
カ
ー

（John T
ucker

）
に
裁
判
記
録
そ
の
他
の
書
類
を
送
付
す
る
と
共

に
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
自
分
の
代
理
人
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

に
も
送
付
し
た
。

タ
ッ
カ
ー
に
送
ら
れ
た
原
本
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち

タ
ッ
カ
ー
が
そ
れ
を
遅
れ
て
受
け
取
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ

か
に
紛
れ
込
ま
せ
て
失
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
に
か
く
、

ウ
エ
ス
ト
の
上
告
が
正
式
に
受
理
簿
に
記
載
さ
れ
る
以
前
に
、

一
〇
日
間
が
経
過
し
て
い
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
一
七
九
一
年
八
月
二
日
に
ウ
ェ
ス
ト
対

バ
ー
ン
ズ
事
件
の
口
頭
弁
論
を
開
催
し
た
。
裁
判
所
は
、
債
務
履

行
が
あ
っ
た
か
否
か
で
は
無
く
、
手
続
き
上
の
瑕
疵
の
問
題
に
対

処
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
五
裁
判
官
（
ラ
ト
リ
ッ
ジ
は

出
席
し
て
い
な
か
っ
た
）
の
全
会
一
致
に
よ
っ
て
、
上
告
は
期
間

徒
過
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
た
。
立
法
府
は
、
ロ
ー

ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
か
ら
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ま

で
の
距
離
を
考
慮
せ
ず
に
、
わ
ず
か
一
〇
日
の
上
告
期
間
を
設
定

し
た
点
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
そ
の

点
を
違
憲
と
は
し
な
か
っ
た
。

九
八



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
七
一
）

し
、
出
廷
を
拒
ん
だ
。

2　

判
決
の
内
容

最
高
裁
判
所
は
四
対
一
の
裁
決
で
、
原
告
有
利
の
判
決
を
下
し

た
（
反
対
し
た
の
は
ア
イ
ア
デ
ル
判
事
で
あ
る
）。

こ
の
判
決
で
、
ジ
ェ
イ
は
三
つ
の
論
点
を
あ
げ
て
い
る
。

第
一
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
い
か
な
る
意
味
で
、
主
権
国
家
か
。

第
二
に
、
訴
訟
対
象
性
（S

uability （19
）
）
は
そ
の
様
な
主
権
と

は
相
容
れ
な
い
の
か
。

第
三
に
、
憲
法
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
訴
訟
を
拒
む
権
限
を
認
め

て
い
る
か
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
憲
法
前
文
が
「
わ
れ
ら
合
衆

国
の
人
民
は
…
こ
の
憲
法
を
制
定
し
、
確
定
す
る
。」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
引
用
し
て
、
ジ
ェ
イ
は
言
う
。

「
我
々
は
人
民
が
全
国
の
主
権
者
と
し
て
行
動
し
て
お
り
、

憲
法
が
作
り
出
し
た
主
権
と
い
う
語
は
、
州
政
府
を
拘
束
し
、

州
憲
法
は
こ
れ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

制
定
者
の
意
思
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。」

合
衆
国
は
、
主
権
を
持
っ
た
州
の
連
合
体
な
の
か
、
そ
れ
と
も

合
衆
国
人
民
が
主
権
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
後
に
は

南
北
戦
争
を
引
き
起
こ
す
に
到
る
合
衆
国
憲
法
解
釈
上
最
大
の
論

い
た
。「

合
衆
国
の
司
法
権
は
つ
ぎ
の
諸
事
件
に
及
ぶ
。
こ
の
憲

法
、
合
衆
国
の
法
律
お
よ
び
合
衆
国
の
権
限
に
も
と
づ
き
締

結
さ
れ
た
、
ま
た
は
将
来
締
結
さ
れ
る
条
約
の
も
と
で
発
生

す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
お
よ
び
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
す
べ
て
の

事
件
。
大
使
そ
の
他
の
外
交
使
節
お
よ
び
領
事
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
事
件
。
海
事
法
お
よ
び
海
事
裁
判
権
に
関
す
る
す

べ
て
の
事
件
。
合
衆
国
が
当
事
者
の
一
方
で
あ
る
争
訟
。
二

以
上
の
州
の
間
の
争
訟
（
18
）
。
州
と
他
州
の
市
民
と
の
間
の
訴

訟
。
異
な
る
州
の
市
民
間
の
争
訟
。
同
じ
州
の
市
民
間
の
争

訟
で
あ
っ
て
、
異
な
る
州
か
ら
付
与
さ
れ
た
土
地
の
権
利
を

主
張
す
る
争
訟
。
一
州
ま
た
は
そ
の
市
民
と
外
国
ま
た
は
そ

の
市
民
も
し
く
は
臣
民
と
の
間
の
争
訟
。」

一
七
九
二
年
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
、
フ
ァ
ー
ク
ァ

（R
obert F

arquhar

）
の
資
産
の
遺
言
執
行
人
チ
ザ
ム

（A
lexander C

hisholm

）
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
間
に

フ
ァ
ー
ク
ァ
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
供
給
し
た
物
資
の
補
償
を
求
め

て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
を
最
高
裁
判
所
に
訴
え
た
。
被
告
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
は
、
州
の
「
主
権
」
を
理
由
と
し
て
、
同
意
し
な
い
自
州

に
対
す
る
訴
訟
の
た
め
に
法
廷
に
出
頭
す
る
必
要
は
無
い
と
主
張

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
七
二
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
訴
訟
対
象
性
と
州
主
権
は
整
合
性
が
あ
る
。

「
司
法
権
の
こ
の
よ
う
な
拡
張
は
、
争
訟
を
解
決
す
る
こ

と
で
あ
る
た
め
、
適
切
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に

そ
れ
は
許
さ
れ
る
。
州
が
原
告
で
あ
る
争
訟
だ
け
で
は
な
く
、

被
告
と
な
る
場
合
も
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
政
治
的

に
賢
明
で
あ
る
。
両
方
の
場
合
が
そ
れ
故
に
司
法
救
済
の
合

理
的
な
範
囲
で
あ
り
、
明
白
、
平
明
、
か
つ
文
言
通
り
の
解

釈
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。」

こ
う
し
て
、
ジ
ェ
イ
は
合
衆
国
憲
法
三
条
二
節
が
、
連
邦
裁
判

所
に
は
個
人
と
州
の
間
の
論
争
を
審
問
す
る
肯
定
的
権
限
が
あ
る

と
認
め
た
。

3　

判
決
の
そ
の
後

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
他
州
の
市
民
の
訴
え
を

州
は
受
け
入
れ
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
公
然
と
州
に

よ
っ
て
無
視
さ
れ
る
と
い
う
事
件
は
、
こ
の
後
に
お
い
て
も
繰
り

返
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
事
件
は
、
最
初
の
憲
法
判
断
で
あ
っ

た
と
同
時
に
、
州
に
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
た
最
初
の
事
件
と
も

な
っ
た
。

こ
れ
に
な
ら
っ
て
他
の
州
も
同
様
の
権
利
を
求
め
た
。
結
局
、

点
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
は
、
前
者
の
解
釈
を
正
し
い
と
考
え

た
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
、『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
の
一
人
、

ジ
ェ
イ
は
明
確
に
合
衆
国
こ
そ
が
主
権
の
主
体
で
あ
る
と
述
べ
た

の
で
あ
る
。
各
州
の
主
権
は
、
い
わ
ば
そ
の
残
余
で
あ
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。

欧
州
に
お
い
て
は
、
王
は
悪
を
な
せ
ず
（K

ing can do no 
w
rong

）
と
い
わ
れ
、
絶
対
王
政
の
下
に
お
い
て
は
王
と
は
国
家

で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
国
家
無
答
責
の
原
則
が
貫
か
れ
た
。
わ

が
国
に
お
い
て
も
、
現
在
も
天
皇
無
答
責
が
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
こ
の
伝
統
の
下
に
あ
る
。
ジ
ェ
イ
は
、
欧
州
に
お
い
て
王
に
属

す
る
主
権
は
、
米
国
で
は
人
民
に
帰
属
す
る
と
説
く
。

「
欧
州
の
王
は
個
人
的
に
権
力
、
尊
厳
、
そ
し
て
優
越
性

を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
我
々
の
統
治
担
当
者
は
そ

の
い
ず
れ
も
持
た
ず
、
単
に
職
務
と
し
て
そ
の
地
位
に
あ
る

に
過
ぎ
な
い
。
な
い
し
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
主
権
に
関
与
せ

ず
、
一
般
私
人
以
上
の
何
ら
の
資
格
も
有
し
て
い
な
い
。」

こ
の
よ
う
に
論
じ
て
、
州
が
訴
訟
対
象
性
を
有
す
る
と
し
た
。

第
二
の
訴
訟
対
象
性
と
州
主
権
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
合
衆

国
憲
法
が
州
と
州
と
の
訴
訟
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
20
）
。

そ
れ
は
結
局
、
あ
る
州
の
人
民
と
他
の
州
の
人
民
の
間
の
訴
訟
で

一
〇
〇



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
七
三
）

こ
の
米
仏
間
の
貿
易
を
英
国
が
実
力
で
阻
ん
だ
こ
と
か
ら
、
米
英

関
係
が
緊
張
し
た
。
マ
デ
ィ
ス
ン
は
英
国
と
の
戦
争
を
主
張
し
た

が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
戦
争
回
避
に
む
け
て
努
力
す
る
べ
く
、
ジ
ェ

イ
を
英
国
へ
派
遣
し
て
、
両
国
関
係
の
改
善
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
一
七
九
四
年
に
英
国
に
有
利
で
フ
ラ
ン
ス
に
敵
対
す

る
内
容
の
条
約
が
締
結
さ
れ
た
（
22
）
。
同
条
約
は
ジ
ェ
イ
条
約

（Jay ’s T
reaty

）
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
条
約
締
結
に
怒
っ
た
マ
デ
ィ
ス
ン
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
や

ジ
ェ
イ
と
袂
を
分
か
ち
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
結
ん
で
共
和
党

（R
epublican

）
を
結
成
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
中
心
と
す
る
連
邦

党
（F

ederalist

）
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
（
23
）
。
こ
れ
が
、
マ
ー

ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
件
の
根
本
的
な
原
因
と
な
る
。

三　

エ
ル
ス
ワ
ー
ス
・
コ
ー
ト

一
七
九
五
年
五
月
、
ジ
ェ
イ
は
第
二
代
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事

に
選
出
さ
れ
た
た
め
、
同
年
六
月
二
九
日
に
連
邦
最
高
裁
判
所
長

官
を
辞
任
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
第
二
代
長
官
に
、
陪
席
判
事

の
一
人
ラ
ト
リ
ッ
ジ
（John R

utledge

）
を
合
衆
国
上
院
が
休

会
中
に
任
命
し
た
（
24
）
。
ラ
ト
リ
ッ
ジ
は
一
七
九
五
年
七
月
一
日
に
着

任
し
た
。

連
邦
議
会
は
、
一
七
九
四
年
三
月
五
日
、
第
一
一
修
正
を
可
決
し

た
。
一
七
九
五
年
一
月
二
三
日
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
批
准
に
よ
っ

て
修
正
条
項
は
成
立
し
た
（
21
）
。

第
一
一
修
正
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

「
合
衆
国
の
司
法
権
は
、
合
衆
国
の
一
州
に
対
し
て
、
他

州
の
市
民
ま
た
は
外
国
の
市
民
も
し
く
は
臣
民
が
提
起
し
た

コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
ま
た
は
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
い
か
な
る
訴
訟

に
も
及
ぶ
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」

す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
り
あ
る
州
ま
た
は
外
国
の
市
民
が
他
の

州
を
訴
え
る
場
合
の
連
邦
司
法
権
を
、
明
文
に
よ
り
排
除
し
た
の

で
あ
る
。

（
三
）　

ジ
ェ
イ
条
約

ジ
ェ
イ
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
と
し
て
在
任
中
に
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
に
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
七
八
九
年
に
勃
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
急
進
化
し
、
一
七
九
三

年
に
革
命
政
府
が
ル
イ
一
六
世
を
処
刑
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
英

国
は
対
仏
大
同
盟
を
結
成
し
て
革
命
へ
干
渉
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
合
衆
国
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
し
て
中

立
の
立
場
を
と
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
貿
易
を
継
続
し
よ
う
と
し
た
。

一
〇
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
七
四
）

（
一
）　

ヒ
ル
ト
ン
対
合
衆
国
事
件
（
26
）

1　

判
決
の
背
景

一
七
九
六
年
に
下
さ
れ
た
こ
の
判
決
は
、
米
国
連
邦
最
高
裁
判

所
に
よ
る
、
立
法
に
対
す
る
最
初
の
憲
法
判
断
と
し
て
有
名
で
あ

る
。事

件
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
住
む
ヒ
ル
ト
ン
（D

aniel 
L
aw
rence H

ylton

）
が
「
乗
用
馬
車
に
租
税
を
課
す
る
法
律
」

と
い
う
連
邦
法
（
27
）
に
反
し
、
そ
の
所
有
す
る
乗
用
馬
車
（carriage 

for the conveyance of persons

）
の
台
数
に
応
じ
た
租
税

（duty

）
計
二
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
地
方

検
事
に
よ
り
起
訴
さ
れ
、
罰
金
刑
を
求
め
ら
れ
た
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
ヒ
ル
ト
ン
は
、
貸
し
馬
車
屋
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
レ
ン

タ
ル
用
の
二
輪
馬
車
（chariots

）
を
一
二
五
台
所
有
し
て
い
た

た
め
、
こ
の
よ
う
な
多
額
と
な
っ
て
い
る
。
被
告
は
上
述
の
法
律

は
違
憲
で
無
効
で
あ
る
と
し
て
租
税
債
務
の
不
存
在
を
主
張
し
た
。

2　

判
決
の
内
容

合
衆
国
憲
法
第
一
条
は
議
会
の
権
限
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
の

判
決
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
い
く
つ
か
の
条
項
の
解
釈
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
休
会
任
命
後
間
も
な
い
七
月
一
六
日
、
ラ
ト
リ
ッ

ジ
は
、
英
国
と
の
間
に
結
ば
れ
た
ジ
ェ
イ
条
約
を
「
こ
の
た
わ
い

も
な
い
文
書
に
署
名
す
る
く
ら
い
な
ら
大
統
領
は
死
ん
だ
方
が
良

い
。
そ
れ
を
採
択
す
る
よ
り
も
戦
争
を
選
ぶ
（
25
）
」
と
述
べ
る
な
ど
、

明
白
に
共
和
党
寄
り
よ
り
の
言
動
を
示
し
た
た
め
、
連
邦
党
が
多

数
を
占
め
る
上
院
は
一
七
九
五
年
一
二
月
一
五
日
に
ラ
ト
リ
ッ
ジ

に
対
す
る
指
名
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
結
果
、
ラ
ト
リ
ッ
ジ
に
対
す

る
休
会
指
名
は
上
院
会
期
の
終
了
と
共
に
自
動
的
に
期
限
切
れ
と

な
っ
た
。
ラ
ト
リ
ッ
ジ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
歴
史

の
中
で
唯
一
人
、
本
人
の
意
に
反
し
て
職
を
追
わ
れ
た
判
事
で
あ

る
。そ

こ
で
ワ
シ
ン
ト
ン
は
第
三
代
長
官
と
し
て
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
を

一
七
九
六
年
四
月
四
日
に
選
任
し
た
。
彼
に
つ
い
て
は
問
題
な
く

上
院
の
承
認
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
・
コ
ー
ト
に
お
け
る
憲
法
判
例
が
ヒ
ル
ト

ン
事
件
と
ホ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
事
件
で
あ
る
。
特
に
ヒ
ル
ト
ン
事
件

は
、
後
々
ま
で
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
る
重
要
な
憲
法
判
例
と
な
っ

た
。

一
〇
二



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
七
五
）

人
頭
税
（poll tax

）
が
、
合
衆
国
憲
法
一
条
二
節
三
項
前
半

に
言
う
直
接
税
に
該
当
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
悪

税
と
し
て
定
評
の
あ
る
人
頭
税
（
31
）
で
、
連
邦
財
政
を
ま
か
な
う
の
は

妥
当
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
人
頭
税
以
外
に
は
何
が
直
接
税
に
該

当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
ヒ
ル
ト
ン
は
、
馬
車
税
は
直
接
税
で

あ
り
、
人
口
調
査
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
違
憲
だ
と
主
張
し
た
わ
け
で
あ
る
。

エ
ル
ス
ワ
ー
ス
長
官
は
、
こ
の
判
決
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て

し
か
意
見
を
書
い
て
い
な
い
（
32
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
馬
車
税
は
直
接

税
で
は
な
い
。
直
接
税
は
人
頭
税
と
土
地
税
（taxes on land

）

だ
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
他
の
判
事
の
意
見
で
も
同
じ
で
、
そ
の

結
果
、
そ
の
後
に
残
る
重
要
な
判
例
と
な
っ
た
。

初
代
の
合
衆
国
財
務
長
官
と
な
っ
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
こ
の
よ

う
に
合
衆
国
憲
法
が
直
接
税
に
厳
し
い
姿
勢
を
取
っ
た
の
で
、
必

然
的
に
間
接
税
を
、
そ
の
税
制
の
中
心
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
彼
が
選
ん
だ
の
は
、
具
体
的
に
は
関
税
で
あ
る
。
他
の
形

態
の
租
税
と
異
な
り
、
関
税
は
連
邦
の
専
権
事
項
と
な
っ
て
い
て

州
税
と
の
競
合
が
な
い
た
め
、
諸
州
と
の
軋
轢
が
無
く
、
か
つ
少

な
い
経
費
で
徴
収
が
可
能
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

一
七
八
九
年
関
税
法
（the T

ariff  A
ct of 1789

）
が
、
米
国
最

（
1
）　

直
接
税

ヒ
ル
ト
ン
は
、
ま
ず
馬
車
税
は
、
合
衆
国
憲
法
一
条
二
節
三
項

前
半
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
次
の
よ
う
な
条
文
で
あ
る
。

「
下
院
議
員
と
直
接
税
は
、
連
邦
に
加
わ
る
各
州
の
人
口

に
比
例
し
て
各
州
間
に
配
分
さ
れ
る
。
各
州
の
人
口
は
、
年

期
を
定
め
て
労
務
に
服
す
る
者
（
28
）
を
含
み
、
か
つ
、
納
税
義
務

の
な
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
除
い
た
自
由
人
の
総
数
に
、
自
由

人
以
外
の
す
べ
て
の
者
の
数
の
五
分
の
三
を
加
え
た
も
の
と

す
る
（
29
）
。」

こ
の
条
文
は
、
連
合
の
持
っ
て
い
た
、
租
税
高
権
を
持
た
な
い

と
い
う
根
本
的
な
弱
点
を
カ
バ
ー
す
る
狙
い
で
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
独
立
戦
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
代
表
な
け
れ
ば
課
税
な
し

（N
o taxation w

ithout representation

）」
を
反
映
し
て
、
下

院
議
員
の
議
席
数
と
課
税
額
が
連
動
す
る
と
い
う
世
界
で
も
誠
に

珍
し
い
規
定
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
連
邦
が
徴
収
し
う
る
直
接
税
は
、
各
州
の
人
口
に

応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
節
四
項
は
、
さ
ら
に
「
人
頭
税
そ

の
他
の
直
接
税
は
、
こ
の
憲
法
に
規
定
し
た
人
口
調
査
ま
た
は
算

定
に
も
と
づ
く
割
合
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
賦
課
し
て
は
な

ら
な
い
。」
と
定
め
て
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
た
（
30
）
。

一
〇
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（
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六
）

こ
こ
に
は
既
に
今
日
の
違
憲
審
査
に
関
す
る
自
制
説
（
疑
わ
し

き
は
同
位
の
国
家
機
関
の
判
断
に
従
う
）
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

（
2
）　

間
接
税

直
接
税
で
な
け
れ
ば
、
何
か
と
い
う
事
が
次
に
問
題
と
な
る
。

憲
法
的
に
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
同
条
八
節
一
項
の
冒
頭
の
次
の

よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

「
連
邦
議
会
は
、
次
の
権
限
を
有
す
る
。
合
衆
国
の
債
務

を
弁
済
し
、
共
同
の
防
衛
お
よ
び
一
般
の
福
祉
に
備
え
る
た

め
に
、
租
税
、
関
税
、
輸
入
税
お
よ
び
消
費
税
を
賦
課
し
、

徴
収
す
る
権
限
。
但
し
、
す
べ
て
の
関
税
、
輸
入
税
お
よ
び

消
費
税
は
、
合
衆
国
全
土
で
均
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
33
）
。」

国
家
で
あ
る
限
り
、
徴
税
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前

の
よ
う
に
思
う
（
34
）
。
し
か
し
、
国
家
の
徴
税
権
は
国
家
権
力
の
最
も

典
型
的
な
発
動
で
有
り
、
自
由
の
敵
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
規

定
無
し
に
は
徴
税
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
の
判
決
と
は
関
係
が
無
い
が
、
本
項
に
基
づ
く
課
税
権
は

「
合
衆
国
の
債
務
を
弁
済
し
、
共
同
の
防
衛
お
よ
び
一
般
の
福
祉
」

と
い
う
目
的
の
た
め
と
い
う
制
約
の
下
に
の
み
行
使
し
う
る
と
読

め
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

初
の
税
法
と
な
る
。
そ
の
後
、
関
税
収
入
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

ま
で
米
国
歳
入
の
中
心
で
あ
り
続
け
る
。
一
九
一
三
年
の
第
一
六

修
正
と
い
う
形
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
所
得
税
法
の
正
式
導
入
が

可
能
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
首
座
を
ゆ
ず
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
当
時
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
文
は
、
英
国
の
判
決
の

伝
統
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
事
が
自
分
の
意
見
を
順
番
に
述
べ
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
判
決
文
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
法
廷

の
意
見
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
判
り
に
く
い
。
適
宜
、

判
事
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

チ
ェ
イ
ス
判
事
（S

am
uel C

hase
）
の
こ
の
点
に
関
す
る
意

見
は
興
味
深
い
。

「
原
告
は
、
高
等
裁
判
所
で
、
馬
車
へ
の
課
税
は
直
接
税

で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
腐
心
し
た
が
、
私
は
納

得
し
て
い
な
い
。
私
が
思
う
に
、
そ
れ
は
か
な
り
疑
わ
し
い
。

そ
し
て
、
疑
問
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
高
等
裁
判
所
の
判
決

を
維
持
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
決
定
は
、
連
邦
議
会
の
判

断
（
馬
車
税
は
直
接
税
で
は
な
く
、D

uties

で
あ
る
と
構

成
し
た
）
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
私
は
馬
車
税
は
、
憲
法
の

文
言
か
ら
す
る
限
り
直
接
税
で
は
な
い
と
考
え
る
方
向
に
傾

斜
し
て
い
る
。」

一
〇
四



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
七
七
）

さ
れ
な
い
。

私
に
は
、
消
費
（expence

）
に
対
す
る
税
は
間
接
税
と

思
え
る
。
そ
し
て
私
は
、
乗
用
馬
車
に
対
す
る
年
次
税
は
、

そ
の
種
類
の
も
の
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
馬
車
は
消
費
商
品

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
課
税
は
所
有
者
の
消
費
に
対
す
る

課
税
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
判
事
は
、
定
義
が
明
確
に
で
き
な
い
以

上
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
連
邦
議
会
の
権
限

だ
と
憲
法
起
草
者
は
考
え
て
い
た
は
ず
だ
と
し
て
い
る
。

（
二
）　

ホ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
対
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
事
件

エ
ル
ス
ワ
ー
ス
・
コ
ー
ト
で
、
今
ひ
と
つ
、
憲
法
判
例
と
い
え

る
判
決
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
七
九
八
年
の
ホ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
対

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
事
件
（H

ollingsw
orth v. V

irginia, 3 U
.S
. 

（3 D
all.

） 378 

（1798

））
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
事
実
関
係
に

つ
い
て
は
、
こ
の
判
決
文
に
書
い
て
あ
る
以
外
の
情
報
が
な
く
、

判
決
文
の
中
で
は
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
事
件
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
推
測
す
れ
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
が
、
不
動
産
（E

state

）
に

対
す
る
保
障
を
行
っ
て
い
た
の
を
、
州
憲
法
を
改
正
し
て
廃
止
し

こ
の
点
の
解
釈
は
、『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
の
執
筆
者
の

間
に
お
い
て
す
ら
、
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
マ

デ
ィ
ス
ン
は
、
こ
れ
を
文
字
通
り
、
厳
格
に
理
解
す
る
、
と
い
う

立
場
を
と
っ
た
（
35
）
。
こ
れ
に
対
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
課
税
・
歳
出

権
限
は
一
条
八
節
に
書
か
れ
て
い
る
議
会
の
権
限
に
対
応
し
て
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
36
）
。
連
邦
議
会
は
、
ハ
ミ
ル
ト

ン
の
説
を
採
用
し
て
立
法
活
動
を
行
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
も
、
後

年
、
こ
れ
を
明
確
に
支
持
し
た
（
37
）
。

こ
の
事
件
で
直
接
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
一
条
八
節
の

「taxes, duties, im
posts and excises

」
と
い
う
言
葉
が
何
を

意
味
す
る
か
で
あ
っ
た
。
特
に
、
直
接
税
の
概
念
に
関
連
し
て
、

大
き
な
問
題
だ
っ
た
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
チ
ェ
イ
ス
判
事
の
意
見
を
紹
介
し
て
お
く
。

「
私
は
、
乗
用
馬
車
の
年
次
税
は
、
議
会
に
与
え
ら
れ
た

D
uties

を
課
す
る
権
限
内
に
あ
る
と
考
え
る
。D

uties
と

い
う
用
語
はT
ax

と
い
う
用
語
に
次
い
で
最
も
包
括
的
な

も
の
で
、
英
国
で
実
例
が
あ
り
（
そ
の
用
例
か
ら
我
々
は

taxes, duties, im
posts, excises, custom

s

な
ど
の
一
般

的
な
着
想
を
得
る
）
印
紙
税
（taxes on stam

ps

）、
通
行

税
（tolls for passage

）
等
々
を
含
み
、
輸
入
税
に
限
定

一
〇
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の
署
名
は
要
し
な
い
、
と
い
う
憲
法
判
断
を
確
定
し
た
点
に
、
こ

の
判
決
の
重
要
性
が
あ
る
。

﹇
お
わ
り
に
﹈

こ
こ
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
米
国
で
は
、
違
憲
立
法
審
査
権
は
、

確
か
に
わ
が
国
憲
法
と
違
っ
て
、
合
衆
国
憲
法
レ
ベ
ル
の
明
文
の

規
定
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
決
し
て
立
法
レ
ベ
ル
で
予
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
事
実
、
連
邦
最

高
裁
判
所
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
ほ
と
ん
ど
上
告
事
件
が
な
か
っ

た
ジ
ェ
イ
・
コ
ー
ト
や
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
・
コ
ー
ト
の
時
点
で
、
す

で
に
憲
法
事
件
は
提
起
さ
れ
、
裁
判
所
も
そ
れ
に
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
判
決
を
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中

で
、
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
は
出
現
し
た
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
ゼ
ロ
か
ら
の
出
現
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
コ
ー
ト
の
活
動
を
視
る
上
で
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
点
と
考

え
る
。

（
1
）　S

tate

と
い
う
言
葉
は
、
通
例
、
合
衆
国
憲
法
の
下
で
は
州
と

訳
す
が
、
連
合
規
約
の
下
で
は
邦
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿

に
お
い
て
も
そ
れ
に
従
っ
て
訳
語
を
使
い
分
け
て
い
る
。

（
2
）　

一
三
邦
の
承
認
日
時
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
た
め
、
そ
の
改
正
が
無
効
だ
と
争
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
事
件
で
関
連
し
て
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
先
に
紹
介
し
た

チ
ザ
ム
事
件
判
決
に
対
し
て
、
合
衆
国
憲
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。

直
接
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
憲
法
修
正
案
が
、
大
統
領
に
提

出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
改
正
も
法

案
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
下
院
お
よ
び
上
院
を
通
過
し
た

す
べ
て
の
法
律
案
は
、
法
律
と
な
る
に
先
立
ち
、
合
衆
国
大
統
領

に
送
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
に
、
大
統
領
の
署
名
が
行

わ
れ
て
い
な
い
点
が
問
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
文
が
大
統
領

に
与
え
て
い
る
拒
否
権
は
、
上
下
両
院
そ
れ
ぞ
れ
の
三
分
の
二
の

多
数
で
議
決
さ
れ
れ
ば
覆
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
憲
法
の
改
正
を
発
議
す
る
に
は
上
下
両
院
そ
れ
ぞ
れ
の

三
分
の
二
の
多
数
に
よ
る
議
決
が
必
要
と
さ
れ
る
（
38
）
。
し
た
が
っ

て
、
大
統
領
と
し
て
、
憲
法
改
正
の
発
議
が
な
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、

拒
否
権
を
発
動
す
る
余
地
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
修
正
が

有
効
に
成
立
す
る
の
に
、
大
統
領
の
署
名
は
必
要
で
は
な
い
。
そ

れ
と
同
様
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
場
合
に
も
、
知
事
の
署
名
が
な

く
と
も
憲
法
修
正
は
有
効
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
理
に
よ
り
、
合
衆
国
憲
法
の
改
正
に
、
大
統
領

一
〇
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米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
七
九
）

（
4
）　

合
衆
国
憲
法
七
条
は
、
次
の
様
に
定
め
て
い
る
。

「
こ
の
憲
法
は
、
九
州
の
憲
法
会
議
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
承
認
し

た
州
の
間
で
成
立
す
る
も
の
と
す
る
。」

（
5
）　

各
州
の
批
准
年
月
日
と
の
そ
の
際
の
憲
法
制
定
会
議
に
於
け

る
賛
否
の
票
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

賛
成　

反
対

1　

一
七
八
七
年
一
二
月　

七
日　
　

デ
ラ
ウ
エ
ア　
　
　
　
　　

30　
　

0

2　

一
七
八
七
年
一
二
月
一
二
日　
　

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア　
　
　　

46　
　

23

3　

一
七
八
七
年
一
二
月
一
八
日　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー　
　　

38　
　

0

4　

一
七
八
八
年　

一
月　

二
日　
　

ジ
ョ
ー
ジ
ア　
　
　
　
　　

26　
　

0

5　

一
七
八
八
年　

一
月　

九
日　
　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト　
　
　
　　

128　
　

40

6　

一
七
八
八
年　

二
月　

六
日　
　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ　
　　

187　
　

168

7　

一
七
八
八
年　

四
月
二
八
日　
　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド　
　
　
　　

63　
　

11

8　

一
七
八
八
年　

五
月
二
三
日　
　

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ　
　　

149　
　

73

9　

一
七
八
八
年　

六
月
二
一
日　
　

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー　　

57　
　

47

10　

一
七
八
八
年　

六
月
二
五
日　
　

バ
ー
ジ
ニ
ア　
　
　
　
　　

89　
　

79

11　

一
七
八
八
年　

七
月
二
六
日　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク　
　
　
　　

30　
　

27

12　

一
七
八
九
年
一
一
月
二
一
日　
　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ　
　　

194　
　

77

13　

一
七
九
〇
年　

五
月
二
九
日　
　

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド　
　　

34　
　

32

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
は
全
米
五
〇
州
中
最
小
の
州
で
、
日
本

だ
と
滋
賀
県
と
同
程
度
の
面
積
し
か
な
い
。
同
州
は
、
中
央
集
権

化
に
反
対
し
、
一
七
八
七
年
の
合
衆
国
憲
法
制
定
会
議
も
ボ
イ

コ
ッ
ト
し
た
。
合
衆
国
成
立
後
も
憲
法
の
批
准
を
た
め
ら
っ
て
い

た
が
、
連
邦
か
ら
外
国
と
宣
告
さ
れ
、
他
州
と
の
交
易
品
に
関
税

1　

一
七
七
八
年　

二
月　

五
日　
　

サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ

2　

一
七
七
八
年　

二
月　

六
日　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

3　

一
七
七
八
年　

二
月　

九
日　
　

ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド

4　

一
七
七
八
年　

二
月
一
二
日　
　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

5　

一
七
七
八
年　

二
月
二
六
日　
　

ジ
ョ
ー
ジ
ア

6　

一
七
七
八
年　

三
月　

四
日　
　

ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

7　

一
七
七
八
年　

三
月　

五
日　
　

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア

8　

一
七
七
八
年　

三
月
一
〇
日　
　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

9　

一
七
七
八
年　

四
月　

五
日　
　

ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ

10　

一
七
七
八
年
一
一
月
一
九
日　
　

ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー

11　

一
七
七
八
年
一
二
月
一
五
日　
　

バ
ー
ジ
ニ
ア

12　

一
七
七
九
年　

二
月　

一
日　
　

デ
ラ
ウ
ェ
ア

13　

一
七
八
一
年　

三
月　

一
日　
　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
批
准
の
た
め
に
何
年
も
掛
か
っ
た
の
は
、

西
部
の
ま
だ
開
拓
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
関
す
る
各
邦
の
領
有
権

主
張
が
収
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
、
独
立
宣

言
の
中
心
的
執
筆
者
で
あ
り
、
後
に
第
三
代
大
統
領
に
な
っ
た

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
知
事
を
務
め
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
批
准
が

非
常
に
遅
れ
て
最
後
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
が
オ
ハ
イ
オ
川
渓
谷
の
領
有
権
主
張
を
取
り
下
げ
る
ま

で
は
批
准
し
な
い
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
る
。

（
3
）　

ロ
ン
・
チ
ャ
ー
ナ
ウ
著
『
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

伝
』
上
巻
二
九
六
頁
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
二
〇
〇
五
年
刊
参
照
。

一
〇
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
八
〇
）

（
9
）　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
地
区
割
り
は
、
今
日
の
メ
イ
ン
州

と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
相
当
す
る
。
同
様
に
、
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
の
地
区
割
り
は
今
日
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
と
、
今
日
の
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
及
び
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
を
合
し
た
も
の
に
相
当
す

る
。
司
法
権
法
の
地
区
割
り
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
州
の
分
割
を

先
取
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
10
）　

わ
が
国
で
は
、C

ircuit court

は
、
巡
回
裁
判
所
と
訳
す
る

例
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
と
も
か
く
、
後
年

に
お
い
て
は
固
定
的
な
裁
判
所
と
な
り
、
判
事
が
巡
回
す
る
こ
と

は
な
く
な
る
。
ま
た
、
各
州
に
も
同
じ
くC

ircuit court

と
呼
ば

れ
る
裁
判
所
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
今
日
で
は
巡
回
す

る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
例
え
ば
ハ
ワ
イ
州
の
そ
れ
は
わ
が
国
の

家
庭
裁
判
所
に
類
似
し
た
機
能
を
持
つ
下
級
裁
判
所
で
あ
る
な
ど
、

審
級
も
含
め
て
実
質
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
う
し
た
紛
ら
わ
し

さ
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
地
裁
と
最
高
裁
の
中
間
の
上
訴

裁
判
所
を
意
味
す
る
場
合
に
は
「
高
等
裁
判
所
」
と
訳
し
た
。

（
11
）　

今
日
の
メ
イ
ン
州
と
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
相
当
す
る
司
法
区

で
は
、
高
等
裁
判
所
は
設
け
ら
れ
ず
、
地
方
裁
判
所
が
高
等
裁
判

所
機
能
も
果
た
し
た
。

（
12
）　

一
七
八
九
年
司
法
権
法
二
五
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

T
hat a final judgm

ent or decree in any suit, in the 
highest court of law

 or equity of a S
tate in w

hich a 
decision in the suit could be had, w

here is draw
n in 

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
の
危
機
感
か
ら
、
他
州
か
ら
非
常
に
遅
れ
て

し
ぶ
し
ぶ
批
准
し
た
。

（
6
）　
『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』（T

he F
ederalist P

apers

）
は
、

計
八
五
編
の
連
作
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
論
文
の
う
ち
七
七
編
は
、

一
七
八
七
年
一
〇
月
か
ら
一
七
八
八
年
八
月
ま
で
「T

he 
Independent Journal

」
紙
、「T

he N
ew
 Y
ork P

acket

」
紙
、

又
は
「the D

aily A
dvertiser

」
紙
に
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
に
他
の
八
編
を
加
え
て
編
集
し
た
も
の
が
、『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ

リ
ス
ト
』
と
題
さ
れ
て
一
七
八
八
年
に
二
巻
本
でJ. &
 A
. 

マ
ク

リ
ー
ン
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
一
九
九
八
年
に
福

村
書
店
よ
り
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

一
七
八
九
年
司
法
権
法
の
正
式
名
称
は
「A

n A
ct to 

establish the Judicial C
ourts of the U

nited S
tates

」
で
、

T
he U

nited S
tates Judiciary A

ct

は
通
称
で
あ
る
。
わ
が
国

の
裁
判
所
法
に
相
当
す
る
立
法
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
こ
の
法
律

が
紹
介
さ
れ
る
時
に
は
「
司
法
権
法
」
の
訳
語
が
使
用
さ
れ
て
い

る
例
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

（
8
）　

直
接
に
は
、
修
正
五
条
（
大
陪
審
の
保
障
、
二
重
の
危
険
の

禁
止
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
、
財
産
権
の
保
障
）、
修
正
六
条
（
陪
審
、

迅
速
な
公
開
裁
判
、
刑
事
被
告
人
の
権
利
）、
修
正
七
条
（
民
事
陪

審
）
修
正
八
条
（
過
大
な
保
釈
保
証
金
及
び
残
酷
な
刑
罰
の
禁
止
）

の
四
箇
条
で
あ
る
。
し
か
し
、
修
正
四
条
（
不
合
理
な
捜
索
、
逮

捕
、
押
収
の
禁
止
）
も
ま
た
、
司
法
過
程
と
密
接
な
結
び
つ
き
を

有
し
て
い
る
た
め
、
数
え
ら
れ
る
。

一
〇
八



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
八
一
）

cause for a fi nal decision as before provided, m
ay at their 

discretion, if the cause shall have been once rem
anded 

before, proceed to a fi nal decision of the sam
e, and aw

ard 
execution. B

ut no other error shall be assigned or 
regarded as a ground of reversal in any such case as 
aforesaid, than such as appears on the face of the record, 
and im

m
ediately respects the before m

entioned questions 
of validity or construction of the said constitution, 
treaties, statutes, com

m
issions, or authorities in dispute.

（
13
）　

合
衆
国
憲
法
二
条
二
項
二
文
は
次
の
様
に
規
定
し
て
い
る
。

「
大
統
領
は
、
大
使
そ
の
他
の
外
交
使
節
お
よ
び
領
事
、
最
高
裁

判
所
の
裁
判
官
、
な
ら
び
に
、
こ
の
憲
法
に
そ
の
任
命
に
関
し
て

特
段
の
規
定
の
な
い
官
吏
で
あ
っ
て
、
法
律
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

る
他
の
す
べ
て
の
合
衆
国
官
吏
を
指
名
し
、
上
院
の
助
言
と
承
認

を
得
て
、
こ
れ
を
任
命
す
る
。」

（
14
）　

こ
の
事
件
の
正
式
の
判
決
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
米
国
最
高
裁
判
所
判
決
に
関
す
る
公
式
出
版
物
で
、2 

U
.S
. 401

と
い
う
番
号
に
は
、
現
在
で
は
、O

S
W
A
L
D
 v. 

S
T
A
T
E
 O
F
 N
E
W
 Y
O
R
K
 - 2 U

.S
. 401 

と
い
う
翌
一
七
九
二

年
に
判
決
が
下
さ
れ
た
事
件
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

正
式
な
判
決
文
が
失
わ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
事
件
の
詳
細
が

今
日
判
明
す
る
の
は
、
こ
の
事
件
が
連
邦
最
高
裁
判
所
の
最
初
の

判
決
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当
時
大
き
な
社
会
的
関
心
を
呼
び
、
新

聞
に
詳
細
な
報
道
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

question the validity of a treaty or statute of, or an 
authority exercised under the U

nited S
tates, and the 

decision is against their validity; or w
here is draw

n in 
question the validity of a statute of, or an authority 
exercised under any S

tate, on the ground of their being 
repugnant to the constitution, treaties or law

s of the 
U
nited S

tates, and the decision is in favour of such their 
validity, or w

here is draw
n in question the construction of 

any clause of the constitution, or of a treaty, or statute 
of, or com

m
ission held under the U

nited S
tates, and the 

decision is against the title, right, privilege or exem
ption 

specially set up or claim
ed by either party, under such 

clause of the said C
onstitution, treaty, statute or 

com
m
ission, m

ay be re-exam
ined and reversed or affi  rm

ed 
in the S

uprem
e C
ourt of the U

nited S
tates upon a w

rit of 
error, the citation being signed by the chief justice, or 
judge or chancellor of the court rendering or passing the 
judgm

ent or decree com
plained of, or by a justice of the 

S
uprem

e C
ourt of the U

nited S
tates, in the sam

e m
anner 

and under the sam
e regulations, and the w

rit shall have 
the sam

e eff ect, as if the judgm
ent or decree com

plained 
of had been rendered or passed in a circuit court, and the 
proceeding upon the reversal shall also be the sam

e, 
except that the S

uprem
e C
ourt, instead of rem

anding the 

一
〇
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
八
二
）

to them
.

こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
先
行
す
る
翻
訳
例
が

見
当
た
ら
ず
、
本
稿
で
は
「
訴
訟
対
象
性
」
と
い
う
訳
を
当
て
る

こ
と
と
し
た
。

（
20
）　

三
条
二
節
一
項
に
「
二
以
上
の
州
の
間
の
争
訟
」
が
連
邦
裁

判
所
の
権
限
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
が
連
邦
へ
批
准
し
た
こ
と
の
告
知
を
怠
っ
た

た
め
に
、
国
務
省
が
正
式
に
修
正
が
発
効
を
確
認
し
た
の
は

一
七
九
八
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
22
）　

こ
の
条
約
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
れ
ば
、
①
ミ
シ
シ
ッ
ピ

川
を
英
国
に
開
放
す
る
、
②
英
国
の
敵
国
（
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
）

の
私
掠
船
に
対
す
る
補
給
を
禁
止
す
る
、
③
独
立
戦
争
以
前
の
米

国
人
の
英
国
人
に
対
す
る
負
債
は
支
払
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
23
）　

こ
の
共
和
党
は
、
今
日
の
米
国
の
政
党
で
あ
る
共
和
党

（R
epublican P

arty

）
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
こ
に
紹
介
し
て
い

る
共
和
党
は
一
八
二
〇
年
に
分
裂
し
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（A

ndrew
 

Jackson

）
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
民
主
共
和
党

（D
em
ocratic-R

epublican P
arty

）
と
名
乗
る
政
党
を
結
党
し
、

一
八
二
八
年
大
統
領
選
挙
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
第
七
代
大
統
領
に
押

し
上
げ
た
。
そ
れ
が
一
八
三
〇
年
に
民
主
党
（D

em
ocratic 

P
arty

）
と
改
名
し
て
な
っ
て
今
日
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
、
今
日

の
共
和
党
は
、
む
し
ろ
連
邦
党
の
後
裔
で
、
黒
人
奴
隷
制
反
対
を

掲
げ
て
一
八
五
四
年
に
結
成
さ
れ
、
リ
ン
カ
ー
ン
を
第
一
六
代
大

統
領
に
押
し
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
在
の
共
和
党
と
こ
こ
に

（
15
）　

一
エ
ィ
カ
ー
＝4 046.85642 m

2

、
す
な
わ
ち
約
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
。

（
16
）　

そ
の
時
の
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
連
邦
高
裁
判
事
は
ジ
ェ
イ

連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
、
ク
ッ
シ
ン
グ
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
及

び
地
裁
判
事
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
（H

enry M
archant

）
の
三
名
で

構
成
さ
れ
て
い
た
。
高
裁
段
階
に
お
け
る
ウ
ェ
ス
ト
側
の
敗
訴
理

由
は
、
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
。

（
17
）　C

hisholm
 v. G

eorgia, 2 U
.S
. 

（2 D
all.

） 419 

（1793

）

（
18
）　

合
衆
国
憲
法
の
邦
訳
に
関
し
て
は
様
々
な
も
の
が
公
表
さ
れ

て
い
る
が
、
米
国
自
身
が
そ
の
翻
訳
に
責
任
を
有
し
て
い
る
も
の

を
採
用
す
る
の
が
最
も
妥
当
と
の
判
断
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

米
国
在
日
大
使
館
が
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
に
掲
記
し
て
い
る

邦
訳
を
原
則
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

http://aboutusa.japan.usem
bassy.gov/j/jusaj-

constitution.htm
l

な
お
、
英
語
そ
の
も
の
の
持
つ
語
義
の
多
様
性
か
ら
、
上
記
翻

訳
に
問
題
が
あ
る
場
合
が
現
実
問
題
と
し
て
多
々
あ
る
。
本
稿
で

は
、
そ
う
し
た
問
題
箇
所
で
は
、
例
え
ば
注（
33
）の
よ
う
に
、
そ

の
都
度
そ
の
語
義
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

（
19
）　

こ
の
「S
uability

」
と
い
う
言
葉
は
、
ジ
ェ
イ
が
こ
の
問
題

を
議
論
を
す
る
た
め
に
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
次
の

様
に
ジ
ェ
イ
は
述
べ
て
い
る
。

“S
uability ” and “suable ” are w

ords not in com
m
on use, 

but they concisely and correctly convey the idea annexed 

一
一
〇



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
八
三
）

conveying of passengers, the several duties and rates 
follow

ing, to w
it: F

or and upon every coach, the yearly 
sum
 of ten dollars;

│for and upon every chariot, the 
yearly sum

 of eight dollars;

│for and upon every phæ
ton 

and coachee, six dollars;

│for and upon every other four 
w
heel, and every tw

o w
heel top carriage, tw

o dollars;

│

and upon every other tw
o w
heel carriage, one dollar. 

P
rovided alw

ays, T
hat nothing herein contained shall be 

construed to charge w
ith a duty, any carriage usually and 

chiefl y em
ployed in husbandry, or for the transporting or 

carrying of goods, w
ares, m

erchandise, produce or 
com
m
odities ”

（
28
）　
「
自
由
人
以
外
の
す
べ
て
の
者
の
数
の
五
分
の
三
」
と
は
、
奴

隷
は
五
分
の
三
と
数
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南

部
諸
州
は
、
連
邦
に
お
け
る
発
言
権
を
確
保
す
る
目
的
か
ら
奴
隷

も
人
数
に
含
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
北
部
諸
州
は
こ
れ
に
反
対

し
、
そ
の
妥
協
と
し
て
決
ま
っ
た
。

（
29
）　

こ
こ
に
紹
介
し
た
文
言
の
う
ち
、
第
二
文
と
し
て
訳
さ
れ
て

い
る
文
章
は
、
そ
の
後
、
第
一
四
修
正
及
び
第
一
六
修
正
に
よ
り

改
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
で
は
実
効
性
を
持
た
な
い
。

（
30
）　

こ
の
条
項
は
、
第
一
六
修
正
に
よ
り
、
今
日
で
は
削
除
さ
れ

て
い
る
。

（
31
）　

人
頭
税
と
は
、
そ
の
人
の
経
済
能
力
に
関
係
な
く
、
全
て
の

国
民
一
人
に
つ
き
一
定
額
を
課
す
税
金
で
あ
る
。
所
得
の
無
い
人

紹
介
し
た
共
和
党
を
区
別
す
る
た
め
、
一
七
九
六
年
や
一
八
〇
〇

年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
共
和
党
に
関
し
て
も
、
民
主
共
和
党

と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
例
が
米
国
・
わ
が
国
と
も
に
多
い
が
、

間
違
い
な
の
で
、
そ
れ
に
は
従
っ
て
い
な
い
。

（
24
）　

こ
れ
を
休
会
任
命
（R

ecess A
ppointm

ent

）
と
い
う
。
休

会
任
命
は
合
衆
国
憲
法
の
第
二
条
第
二
節
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い

る
。「
大
統
領
は
上
院
の
休
会
中
に
生
じ
う
る
す
べ
て
の
空
席
を
、

次
の
会
期
末
を
期
限
と
し
て
任
命
に
よ
り
埋
め
る
権
限
を
有
す
る
」。

休
会
任
命
さ
れ
た
場
合
に
は
、
し
た
が
っ
て
次
の
会
期
末
ま
で
に

上
院
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
25
）　

原
語
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

“H
e had rather the P

resident should die than sign that 
puerile instrum

ent ” and that he “preferred w
ar to an 

adoption of it ”

．

（
26
）　H

ylton v. U
nited S

tates, 3 U
.S
. 171 

（1796
）

（
27
）　

原
名
はA

n act laying duties upon carriages for the 
conveyance of persons

（T
he act of C

ongress of June 5, 
1794

）
で
あ
る
。
同
法
第
一
条
は
次
の
様
に
定
め
て
い
た
。

“B
e it enacted by the S

enate and H
ouse of 

R
epresentatives of the U

nited S
tates of A

m
erica in 

C
ongress assem

bled, T
hat there shall be levied, collected 

and paid, upon all carriages for the conveyance of 
persons, w

hich shall be kept by or for any person, for his 
or her ow

n use, or to be let out to hire, or for the 

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
八
四
）

い
る
判
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
膨
大
な

量
の
憲
法
訴
訟
が
こ
の
条
項
を
巡
っ
て
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

マ
デ
ィ
ス
ン
「
第
四
一
篇　

連
邦
政
府
の
権
限
」『
ザ
・
フ
ェ

デ
ラ
リ
ス
ト
』
斎
藤 

真
・
武
則 

忠
見
（
翻
訳
）
福
村
書
店

一
九
九
八
年
刊
一
九
八
頁
以
下
、
特
に
二
〇
三
頁
〜
二
〇
四
頁
参

照
。

（
36
）　

ハ
ミ
ル
ト
ン
が
『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
中
で
、
税
制
に

関
し
て
述
べ
て
い
る
箇
所
は
非
常
に
多
い
。
特
に
、「
第
三
〇
篇　

課
税
権
」
一
四
一
頁
以
下
、「
第
三
一
篇　

無
制
限
課
税
権
の
不
可

欠
性
」
一
四
六
頁
以
下
、「
第
三
二
篇　

専
属
的
課
税
分
野
と
重
複

的
課
税
分
野
」
一
五
〇
頁
以
下
、「
第
三
三
篇　

必
要
に
し
て
適
当

条
項
と
最
高
法
条
項
」
一
五
三
頁
以
下
、「
第
三
四
篇　

連
邦
と
州

の
共
同
課
税
管
轄
権
」
一
五
六
頁
以
下
、「
第
三
五
篇　

輸
入
関
税

に
限
定
し
た
場
合
の
不
公
平
」
一
六
一
頁
以
下
、「
第
三
六
篇　

代

表
者
数
と
国
内
税
」
一
六
五
頁
以
下
、
の
各
篇
は
集
中
的
に
税
制

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
本
文
に
述
べ
た
こ
と
は
、
直
接
に
は
、

「
第
三
三
篇　

必
要
に
し
て
適
当
条
項
と
最
高
法
条
項
」
に
依
拠
し

て
い
る
が
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
主
張
は
、
上
記
す
べ
て
の
論
考
を
通

じ
て
把
握
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
示
し
た
頁
は
い
ず
れ
も
注（
35
）

紹
介
書
の
該
当
ペ
ー
ジ
で
あ
る
）。

（
37
）　U

nited S
tates v. B

utler, 297 U
.S
. 1 

（1936

）

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
中
心
と
な
っ
た
法
律
に
農
業
調
整
法

（A
gricultural A

djustm
ent A

ct of 1933

）
が
あ
る
。
こ
の
訴

訟
で
は
、
同
法
の
特
定
の
条
文
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
法

に
も
課
税
す
る
税
と
い
う
点
で
は
消
費
税
と
同
様
で
あ
る
が
、
消

費
税
の
場
合
、
消
費
能
力
に
比
例
し
て
課
税
額
が
増
え
る
の
で
、

あ
る
程
度
累
進
制
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
人
頭
税
の

税
額
は
一
律
な
の
で
、
所
得
の
少
な
い
人
の
負
担
が
最
大
に
な
る

税
制
で
あ
る
た
め
、
悪
税
と
さ
れ
る
。
最
近
時
の
例
を
挙
げ
る
と
、

英
国
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
が
一
九
九
〇
年
に
導
入
し
た
が
、
国
民

世
論
の
反
発
が
強
く
、
そ
の
年
の
う
ち
に
同
首
相
は
辞
任
に
追
い

込
ま
れ
、
人
頭
税
そ
の
も
の
も
一
九
九
三
年
に
は
廃
止
さ
れ
た
。

（
32
）　

判
決
文
に
脚
注
が
あ
り
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
長
官
は
こ
の
朝
執

務
室
に
居
り
、
討
論
を
す
べ
て
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
判
決
理
由

の
記
述
を
減
ら
し
た
と
あ
る
。

（
33
）　

こ
の
訳
は
、
米
国
大
使
館
の
翻
訳
を
紹
介
し
た
た
め
、

D
uties

と
い
う
語
の
訳
語
が
関
税
と
固
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
事

件
で
の
用
語
法
と
は
整
合
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
条
文
の
原
文

を
紹
介
し
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

T
he C

ongress shall have pow
er to lay and collect taxes, 

duties, im
posts and excises, to pay the debts and provide 

for the com
m
on defense and general w

elfare of the U
nited 

S
tates; but all duties, im

posts and excises shall be 
uniform

 throughout the U
nited S

tates;

（
34
）　

松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
』〔
第
四
版
〕
有
斐
閣

二
〇
〇
〇
年
刊
、
五
〇
頁
は
「
こ
の
課
税
権
限
が
問
題
に
な
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
」
と
あ
っ
さ
り
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た

観
念
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
講
で
紹
介
し
て

一
一
二



米
国
初
期
の
憲
法
判
例
（
甲
斐
）

（
二
八
五
）

は
、
特
定
の
農
産
物
の
価
格
を
、
生
産
量
を
減
ら
す
こ
と
で
引
き

上
げ
る
と
い
う
狙
い
か
ら
、
そ
の
作
付
け
や
生
産
を
減
少
さ
せ
よ

う
と
す
る
農
民
に
対
し
補
助
金
を
支
払
い
、
そ
の
原
資
を
得
る
た

め
に
、
農
業
製
品
の
加
工
業
に
租
税
を
課
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
農
民
の
収
穫
量
を
減
ら
す
と
い
う
目
的

の
租
税
の
賦
課
は
、
本
当
の
租
税
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
合
衆

国
憲
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
連
邦
政
府
の
権
限
を
逸
脱
し
て
い

る
と
判
決
し
た
の
で
あ
る
。

（
38
）　

第
五
条
は
次
の
様
に
定
め
て
い
る
。

連
邦
議
会
は
、
両
院
の
三
分
の
二
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
憲
法
に
対
す
る
修
正
を
発
議
し
、
ま
た
は
、
三
分
の
二
の
州

の
立
法
部
が
請
求
す
る
と
き
は
、
修
正
を
発
議
す
る
た
め
の
憲
法

会
議
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て

も
、
修
正
は
、
四
分
の
三
の
州
の
立
法
部
ま
た
は
四
分
の
三
の
州

に
お
け
る
憲
法
会
議
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
あ
ら
ゆ
る

意
味
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法
の
一
部
と
し
て
効
力
を
有
す
る
。
い

ず
れ
の
承
認
方
法
を
採
る
か
は
、
連
邦
議
会
が
定
め
る
。
但
し
、

一
八
〇
八
年
よ
り
前
に
行
わ
れ
る
い
か
な
る
修
正
も
、
第
一
章
第

九
条
一
項
お
よ
び
四
項
の
規
定
に
変
更
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
。

い
か
な
る
州
も
、
そ
の
同
意
な
し
に
、
上
院
に
お
け
る
平
等
の
投

票
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

一
一
三




